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オ オ ム ギ の う ど ん こ病 に 対 す る
抵 抗 性 の 量 的 評 価






































木一月験には オ;]ノ､ヤ(IIordeum vulgal･e)l'"1,fr!.rlトウおよび JT∴述 べ る6つの
nearisogenicline(IG)/t,用 いた.IG5.IG6,1G7,lGH r,-よひ IG10は,そJLぞ)1既/Ill
の抵抗性退広I-をもつ.17.柿,HESA(JMlhl),Russian12(JMlr,2),Turkey290(JMlt),
Goldfol(JMlg)および Hanna906(JMlh)を 山 トウに 6Il.I)i;し交脚 Lて宵成した IG
である.例えば,IG5は オオムギ晶iqIl′iトウに HES4を 6l･LJj:し交雑Lて育戊され/こも
ので,HES4の損抗性池伝 J'JMlhIを持ったL'け りのことである. また,オオム*-'ちと
んこ病菌 (ErysLPhegramin71sI.sp hordei)は 125,H.,H.4および h.1偶系 を用 い
た .
2. 感染型と分生帽子数の測定
感染型と分生胞 J′形成曲とor)閥族を.JnrJ-る[=桝 こ,従来 u)tLigljl)坦Ⅰ～4を小㌻フ.,オム半
端唖/オオムギうどんこ病蘭の4つ Ur)削合わせを川いた (Table1).なぶ,従求r)感典型




1 2 3 4
Mildewstrとln 125 H14 135 19 h9 fl.











なお,感狼型 0は分ノE.胞 J'･を形成 しないので -^1i険では省略 した.
オオムキfほ苓晶桃とFL,,内径5cm のポットに3個体ずつ播優し,1品種につき3-4
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ポ /トを供試 したL描篠 9日後,祁2兼か展脱しは じめたとき, うどんこ病菌U)新鮮lL分
ノL胞-Il個をマニピュレーターで第1態の先端から20-30mm の部位には柾し,山ちに




分捜杵後,マイクロt='ペ ノトを使 ってiL櫛 に 5/LCJI止り.スライrグラスに成せ,カバー
ブラスをかけTfに低倍率の漸徴銑亡分′卜胞[数を数え.そC)故をIT,とに全体の分生WLl)1･放




'k鰍 よ3lL_･l反復 したれ ときには 5J･,山 LJ,LjkLr=ものもあった.
3. 抵抗性遺伝子の相互作用
析抗他心kJl･の柑!7.(′L-fJは, F,仙体上に形成された/lJ卜胞十iiで凋べた. 供試された
･1-サム1･は 工G系統とその F.でJbり.そJtぞ′!Lの糾合わせにつ いて正逆火経を行 ったも
a)である.眺試 F,と接郎IXj'系の削lTわせけ Table2に′Jこすとお りである.刷物の育成▲
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した分生胞-Iの懸濁液を調製 した. そ,hらの 5mcの試料を光路 1cm の セルに入れ,










































と,クイブ2では約 10倍, タイプ3では約 30倍, タイプ4では約60倍となる帆JT.]があ
り,分生胞子の数が親杭性を昆的に測る指既となりうることが明らかになった.タイプ4






























H o h l nh.,.{ PCriod pustle
(duy) (nlm2,T)
lG6 125 4-6 4,3
IG6 HH ㌻4 6.1
IG7 125 314 13.7
IG5 ho 3 10.2
IG10 H一 3 9.O
ShlrOtO ho lj lO.2
苗胤 郁 IL4,i一般に机机件が強い




捌 t性避伝 Tの相/工作用をみるため, JiL他T･接種法によって,それぞれ興なった妖抗
性冶li;･トを持つ系統同上を交耕して'flIら)したF.における胞子形成塩を調べた･Fig･2は
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Fig.3.InteractJOnOfJMlr.2'lndJ^'Ilg lostraLnHい Avera那 and
standarderrorOt5-7indlVidualsELreShoⅥ′n.NoconidiunlWas
pl･OdLICCdonTG8,
Fig,3ほIG6および IG8とそれらの F).'こ摺系 H.を聴牌丁接和して得た粁巣である.
IG6(JMlr.lZJMlr12)は Hlに対してかなりの抵抗性を示し,分生胞子数は6,400桐であ
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した nearisogenicILneを川 い,単I針チ接穂法によって抵抗性退伝 j′･の･1-n封 乍用を調べ
た.その結果.試験した4組のいずれに二TILいても抵抗性遺伝イーの相加l的効g与がはっきり現
れた.仁jトウと交雑したF,て抵抗性遺伝了が-テロになると,すべての場合,抵抗性/JJl
低 卜した.そU)lLn ./i:分生胞f･の増加で化幌すると,JMlr12は牌系 H.に吋しては約 2
倍にrcったにすぎFLEかったれ H.に刃Lて約551LにJIY.'えた.また,JMlgかホモU)場
;-T,菌糸H.および h｡(il.胞J'を形成したかった仇 JMlgか-テロになると H.Li25,000
個,h9ほ6,000個の胞イLyJr3成し, 両菌糸u)問 仁大き/LLYr.L/Jlみ吊 tた.このようにIi71じ机
抗性遺k･(･ご吊 日宇の曲射 ニ1ってその作川が変わることJ,L江川すべきことである.Fig.
2において,JMlr.2 および JMlti山 LJ方が同時に揃 うと非常に抵抗性′!/}増し,l｡tl親より


























1/-L('J･川別 使定 LL RLlSSlan12の揖抗1!l迅 (i;(jMlr12を ,しっ IG6と Turkey290L'J
捌 搬 出伝l･]A41gを もつ IG7とそU)Flの幽系 H.に刈する反応は.JMl,12JMl,,2お
よび JMliJMllはそ九そ,tL21･000および 40,000働U)分牛JFW を生産 したが,へ テ叫二
なると JMlr12jmLr12の断 丁約妬 000-55,000,JMlljml∠の場合 70,000-80,000個 も
形成 し･揖抗性が低l､LL ところれ そiLそjtは-テ ロでも2つの退伝十村 前うと,す
/i,bらJMlr12jml･2JMIEjmltとなると,分Jlニ胞 /劇 エ11,000-13,000珊 とな り非常に
少な くなった･こ′山 よもとのl,欄 より抵抗性になっ･r=ことを小 し,抵抗性迎伝 1-lu)相加的
効粧 ､醐 している･こ硯,11侶 っせI,).外に,択杭性j立伝[-t胤系の釦 (Tわせの追 う3つの刃
柚こつい亡刷 様なrJj駈LH rっt=･そ棚 耽 .mr･日.朗 ELた F.ILそjLそ.=カ湖 軌で-
テロの1差招 よりIy]b仙 二択NL性抑 圧.机甘L性 魁伝 ｣`･の帖 I'作用による1伽 的効光が認め
LI-,hた･二･hC)のt,'戊 から,分′冊裾 肋'粗 相 tiJL他の血的.出1円苗 法とLて利用できるこ
とが明らかになった.
分生他/･数の計榔 二分光光度計を川 いて,胞J一懸濁液の濁度を測定すると,OD情 と胞
F数との間で直線の検in-線が得ら′いた. こU)ことから分光光度計を利mす ると,胞 -jl･数の
計州が非常に容易になることが分った,
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lnCreaSed･Threeothercomb】natLOnSWereteSLed u′1Lh thesame ､vay aldsllTllLar
resultswer【､gained･Therefore,1日vascleartlatl.eSIStantgeneshadsomelnteTaCtlOtl
toincreasetheirresistanceandconldi(lp1-Oduct10nrL-Om aSing一econLdlulTlWas avail-
ableasamethodofquantLlativeevaluatiolO｢1･eSLStaICe.
FurlhernlOre,measurementOfturbidltyOfconidiasusl)t3nSIOnSWlthspecLr(川lOL0-
meterseemedlobeLISefuLfordeter=111ationoFconldlanumbel･.
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